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二
〇
一
五
年
十
二
月
十
二
日
、
福
岡
市
の
九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
に
て
、

今
日
に
お
け
る
原
爆
文
学
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
発
表
と
意
見
の
交
換

を
行
う
場
と
し
て
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
。
奇
し
く
も
こ
の
日
は
、
山

田
洋
二
監
督
の
映
画
作
品
『
母
と
暮
ら
せ
ば
』
が
全
国
上
映
さ
れ
た
日
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
井
上
ひ
さ
し
の
戯
曲
で
あ
る
、
原
爆
投
下
後
の

広
島
を
舞
台
と
し
た
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
と
対
を
成
す
も
の
で
、
戦
後
の

長
崎
を
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
人
間
の
在
り

方
を
変
え
る
核
の
存
在
を
扱
っ
た
作
品
の
公
開
と
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

核
文
学
に
対
す
る
討
論
の
場
を
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
奇
遇
で
あ
り
な
が

ら
も
感
慨
深
い
こ
と
で
あ
る
と
、
開
会
の
辞
を
務
め
ら
れ
た
川
口
隆
行
氏

も
冒
頭
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
印
象
的
な
期
日
に
開

催
さ
れ
た
今
回
の
国
際
会
議
は
、
内
容
を
基
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
か
ら
３
に

分
割
さ
れ
、
十
二
日
と
十
三
日
の
二
部
構
成
で
発
表
が
行
わ
れ
た
。
今
回

の
試
み
に
お
い
て
は
、
副
題
が
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
末

期
の
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
及
び
そ
の
被
害
者
・
体
験
者
を
中
軸

に
お
い
た
日
本
特
有
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
原
爆
文
学
」
か
ら
の

脱
却
を
主
題
へ
と
据
え
て
い
た
。
広
島
・
長
崎
に
限
定
さ
れ
た
当
事
者
の

国
際
会
議
「
核
・
原
爆
と
表
象/

文
学
」
―
原
爆
文
学
の
彼
方
へ
―

髙

橋

亮

T
A
K
A
H
A
S
H
I

R
y
o

原
爆
体
験
の
み
を
対
象
と
し
、
戦
後
の
日
本
で
原
爆
の
脅
威
と
そ
の
悲
惨

さ
を
伝
達
す
る
こ
と
に
先
鋭
化
し
た
「
原
爆
文
学
」
。
こ
の
非
常
に
限
定

的
な
枠
組
み
と
意
味
か
ら
抜
け
出
し
、
文
学
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
新

た
な
在
り
方
と
そ
の
可
能
性
を
模
索
す
る
と
い
う
名
目
を
掲
げ
て
い
る
が

故
に
、
今
回
の
会
議
で
は
日
本
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
な

ど
の
幅
広
い
地
域
に
お
け
る
、
文
学
や
映
像
と
い
っ
た
多
様
な
対
象
を
考

察
す
る
と
い
う
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
闊
達
な
発
表
が
数
多
く
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

初
日
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
【
移
動
す
る
原
爆
―
文
学
】
と
、
シ
ャ
マ
ン
・

ラ
ガ
ポ
ン
氏
に
よ
る
特
別
講
演
【
大
海
に
浮
か
ぶ
夢
と
放
射
能
の
島
々
】

の
構
成
と
な
っ
て
い
た
。
前
半
の
【
移
動
す
る
原
爆
―
文
学
】
で
は
、
フ

ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
の
島
村
輝
氏
に
よ
る
「
「
投
下
す
る
」
側
の
「
記

憶
」

―
２
０
１
５
年
・
日
本
か
ら
の
再
検
証
」
と
、
筑
波
大
学
の
斎
藤

一
氏
に
よ
る
「
核
時
代
の
英
米
文
学
者

―

H
erm

ann
H
agedorn,

The

B
om
b
that

F
ell
on
A
m
erica (

1946 )

の
日
本
語
訳(1950 )

に
つ
い
て
」
、

神
戸
市
外
国
語
大
学
の
松
永
京
子
氏
に
よ
る
「
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ヴ
ィ
ゼ

ナ
ー
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ブ
ギ
』

―
大
田
洋
子
と
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ヴ

ァ
イ
ヴ
ァ
ン
ス
」
」
の
三
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
島
村
氏
の
発
表

で
は
、
写
真
家
・
新
井
卓
制
作
の
短
編
映
像
作
品
「49P

um
pkins

」
を
取

り
上
げ
、
共
に
帰
還
兵
の
苦
悩
と
後
悔
を
描
い
た
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ア
ン
デ

レ
ス
『
ヒ
ロ
シ
マ
わ
が
罪
と
罰
』
と
堀
田
善
衛
『
審
判
』
に
触
れ
つ
つ
、

歴
史
的
言
説
と
し
て
の
「
リ
ア
ル
」
を
凌
駕
す
る
「
想
像
力
」
を
備
え
た
、

現
代
の
核
表
象
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
た
。
続
く
斎
藤
氏
の
発

表
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
伝
記
作
家H

erm
ann

H
agedorn

の
長
編



詩B
om
b
that

F
ell
on
A
m
erica

の
日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
受
容
の
形
態

に
つ
い
て
扱
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
と

邦
訳
さ
れ
た
本
作
が
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｒ
Ａ(

道
徳
復
興
運
動)

に
連
動
し
た

谷
本
清
、
相
馬
雪
花
を
介
し
た
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
の
出
版
と
、
雑
誌

『
英
語
青
年
』
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
日
文
化
政
策
と
の
関
係
に
お
け
る
池
田
義

一
郎
に
よ
る
言
説
の
、
主
に
二
つ
の
ル
ー
ト
で
紹
介
さ
れ
た
事
実
を
紹
介

し
て
い
た
。
松
永
氏
の
発
表
で
は
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ヴ
ィ
ゼ
ナ
ー
『
ヒ
ロ

シ
マ
・
ブ
ギ
‐
ア
ト
ム
５
７
』
に
お
け
る
、
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・

ノ
ー
ト
』
と
井
伏
鱒
二
『
黒
い
雨
』
な
ど
の
日
本
核
文
学
に
比
較
し
て
、

『
夕
凪
と
街
と
人
と
』
『
半
放
浪
』
な
ど
の
大
田
洋
子
作
品
の
影
響
が
よ

り
色
濃
く
表
さ
れ
て
い
る
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ヴ
ィ
ゼ

ナ
ー
が
大
田
の
扇
情
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
被
爆
者
に
対
す
る
「
共
感
的
」

理
解
を
喚
起
し
、
既
存
の
「
平
和
」
概
念
を
解
体
す
る
試
み
を
行
う
一
方

で
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
先
住
民
文
学
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
組
み

込
ん
で
い
る
と
す
る
批
評
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
通
常
の

発
表
の
後
、
台
湾
・
蘭
嶼(

ラ
ン
シ
ョ)

に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
施

設
の
反
対
運
動
に
参
加
し
、
自
身
の
属
す
る
タ
オ
族
の
世
界
観
に
基
づ
い

た
海
洋
文
学
の
書
き
手
で
も
あ
る
、
シ
ャ
マ
ン
・
ラ
ガ
ポ
ン
氏
に
よ
る
特

別
講
演
も
行
わ
れ
た
。
異
な
る
専
門
領
域
や
国
家
・
民
族
な
ど
を
超
越
し

た
、
多
様
的
性
格
を
有
す
る
「
境
界
作
家
」
と
し
て
の
自
負
に
拠
る
、
氏

の
「
海
洋
文
学
」
に
対
す
る
独
自
の
姿
勢
は
、
講
演
後
に
捧
げ
ら
れ
た
タ

オ
族
伝
統
の
「
海
の
歌
」
の
抑
揚
の
効
い
た
歌
声
同
様
、
特
別
な
感
慨
を

抱
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
日
目
は
、
写
真
や
映
画
等
の
映
像
作
品
を
中
心
に
扱
っ
た
セ
ッ
シ
ョ

ン
２
【
原
爆
を
視
る
】
と
、
冷
戦
下
で
の
核
表
象
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る

政
治
的
動
向
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
【
冷
戦
文
化
と
核
】
が
行

わ
れ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
ま
ず
、
山
口
大
学
の
野
坂
昭
雄
氏
に
よ
る

「
原
爆
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
〈
詩
〉
」
に
お
い
て
、
原
爆
投
下
直
後

の
記
録
写
真
に
関
す
る
情
報
の
錯
綜
に
つ
い
て
例
示
し
た
上
で
、
原
爆
と

い
う
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
冷
徹
に
描
写
す
る
写
真
と
、
イ
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存

在
に
抵
抗
す
る
〈
詩
〉
的
表
現
の
接
点
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
日
本
大
学
の
紅
野
謙
介
氏
は
「
「
キ
ノ
コ
雲
」
と
隔
た
り
の
あ
る

眼
差
し

―
戦
後
日
本
映
画
史
に
お
け
る
〈
原
爆
〉
の
利
用
法
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
原
爆
投
下
後
の
「
キ
ノ
コ
雲
」
が
「
仁
義
な
き
戦
い
」
の
冒

頭
シ
ー
ン
他
、
占
領
下
に
お
い
て
の
日
本
映
画
で
は
ど
の
よ
う
に
表
象
さ

れ
、
そ
し
て
記
号
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
、
そ
れ
が
他
の
映
像
と
代
用
さ

れ
て
き
た
事
実
と
絡
め
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
と
同
じ
く
映
画
作

品
を
主
要
な
題
材
と
し
た
、
広
島
市
立
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
マ
ン
氏

に
よ
る
「
「
核
の
不
安
」
か
ら
「
核
の
無
関
心
」
へ

―
ア
メ
リ
カ
の
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
核
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
」
で
は
、
一
九

四
五
年
の
広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
か
ら
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
福
島
第
一
原
発
事
故
直
前
ま
で
の
、
映
画
・
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム

な
ど
の
ア
メ
リ
カ
発
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
核
戦
争
・
核
災

害
の
表
象
の
変
容
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
近
年
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
映
画
作
品

な
ど
で
は
、
原
作
に
用
い
ら
れ
て
い
た
核
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
テ
ー
マ

が
、
現
代
社
会
の
関
心
が
高
い
環
境
・
社
会
問
題
な
ど
に
置
換
さ
れ
て
い

る
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
【
冷
戦
文
化
と
核
】
に
お
い
て



は
、初
め
に
オ
バ
リ
ン
大
学
の
ア
ン
・
シ
ェ
リ
フ
氏
が
「
核
と
自
由

―

１
９
６
０
‐
１
９
７
０
年
代
の
日
米
に
お
け
る
公
民
権/

反
戦/

反
核
運

動
」
に
て
、
安
保
闘
争
後
の
ベ
平
連(

ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民
連
合)

の
活

動
の
中
で
の
作
家
・
運
動
家
小
田
実
と
評
論
家
・
哲
学
者
鶴
見
俊
輔
の
発

言
を
基
に
、
広
島
で
の
テ
ィ
ー
チ
・
イ
ン
に
お
け
る
人
権
の
言
説
を
連
帯

の
軸
に
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
を
分
析
し
、
冷
戦
中
の
世
界
的
市
民
運
動
と
の

連
動
の
中
で
の
原
爆
文
学
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
た
。
続
く
神

戸
市
外
国
語
大
学
の
山
本
昭
宏
氏
の
「
〈
核
の
な
い
平
和
〉
と
〈
核
に
よ

る
平
和
〉

―
冷
戦
期
日
本
の
平
和
論
と
安
全
保
障
論
か
ら
」
で
は
、
憲

法
九
条
と
日
米
安
保
の
接
近
お
よ
び
合
意
化
が
窺
え
る
一
九
六
〇
年
代
を

軸
に
、
中
国
の
核
武
装
化
を
境
と
し
た
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
・
知
識
人
言
説

を
比
較
し
、
「
平
和
」
と
い
う
概
念
が
形
成
さ
れ
定
着
す
る
仮
定
で
、
核

兵
器
の
存
在
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
が
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
冷
戦
下
に
お
け
る
核
受
容
の
韓
国
で
の
形
態

と
変
遷
に
つ
い
て
、
韓
国
朝
鮮
大
学
校
人
文
学
研
究
院
Ｐ
Ｄ
の
林
泰
勲(

イ
ム
・
テ
フ
ン)

氏
は
「
コ
リ
ア
核
マ
フ
ィ
ア
の
始
ま
り

―
雑
誌
『
学

生
科
学
』
を
中
心
に
」
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
。
日
本
で
日
米
安

保
に
関
す
る
核
兵
器
に
つ
い
て
の
論
争
が
盛
ん
と
な
っ
た
一
九
六
〇
年

代
、
韓
国
で
も
朴
正
煕
政
権
下
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
企
業
の
関
与
も
あ
っ

て
原
発
建
設
計
画
が
段
階
的
に
推
進
さ
れ
、
財
政
界
・
教
育
界
・
メ
デ
ィ

ア
界
に
跨
る
「
核
マ
フ
ィ
ア
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
を
背
景
に
米
国
大
使
館
と
文
化
院
の
支
援
で
一
九
六
五
年
に
創
刊
さ
れ

た
『
学
生
科
学
』
の
内
容
へ
と
注
目
し
、
そ
こ
に
冷
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

抑
圧
的
規
制
と
核
資
本
主
義
を
内
包
し
た
、
兵
器
と
発
電
の
単
純
な
二
分

化
に
よ
る
、
核
を
繰
り
返
し
反
復
す
る
典
型
的
な
フ
レ
ー
ム
が
表
さ
れ
て

い
る
と
結
論
付
け
て
い
た
。

全
て
の
研
究
発
表
が
終
わ
っ
た
後
、
会
議
総
括
と
し
て
の
閉
会
の
辞
に

お
い
て
長
崎
純
心
大
学
の
長
野
秀
樹
氏
は
、
普
遍
性
に
隠
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
固
有
の
意
味
の
重
要
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
戦
後
思
想
と
し
て
の

「
核
」
は
「
世
界
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
問
題
」
で
あ
る
と
言
及
さ
れ
た
。

同
時
に
、
「
原
爆
を
語
る
の
に
日
本
語
が
最
も
優
位
の
も
の
で
は
な
く
な

っ
た
」
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
現
代
に
お
け
る
核
へ
の
言

説
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
昨
今
の
核
に
関
す
る
世
界
情
勢
は
急
速
に
危
う

い
局
面
へ
と
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
回
の
国
際
会
議
か
ら
約
一

ヶ
月
後
の
二
〇
一
六
年
一
月
六
日
、
北
朝
鮮
は
「
水
素
爆
弾
の
実
験
」
と

主
張
す
る
第
四
次
核
実
験
を
電
撃
的
に
敢
行
し
、
日
本
・
韓
国
・
中
国
な

ど
の
周
辺
国
を
始
め
と
し
た
、
世
界
各
国
か
ら
強
い
非
難
と
批
判
を
浴
び

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
月
の
三
日
に
起
こ
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
と
イ
ラ
ン
の
国
交
断
絶
を
機
に
、
更
に
混
迷
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る

中
東
で
も
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
友
好
国
で
あ
り
核
保
有
国
で
も
あ
る
イ

ラ
ン
と
連
帯
を
強
め
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
な
ど
、
急
激
に
不
穏
な
様
相

を
呈
し
始
め
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経

過
し
、
二
つ
の
核
被
爆
を
経
験
し
た
日
本
が
戦
後
か
ら
の
脱
却
を
宣
言
し

て
久
し
い
現
代
に
お
い
て
も
、
未
だ
に
核
の
脅
威
は
様
々
に
形
を
変
え
、

喫
緊
の
問
題
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
世
界
規
模
で
前

例
の
な
い
状
況
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
核
」
の
課
題
を
俯
瞰
的
に
捕

え
、
文
学
的
・
歴
史
的
見
地
か
ら
未
来
へ
の
道
筋
を
模
索
す
る
今
回
の
よ

う
な
国
際
会
議
の
場
は
、
今
後
も
一
層
に
そ
の
意
義
と
重
要
性
を
増
し
て



い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
本
文
中
に
も
挙
げ
た
研
究
発
表
の
題
目
と
発
表
者
等
の
一
覧

を
末
尾
へ
と
付
記
し
、
今
回
の
国
際
会
議
に
つ
い
て
の
紹
介
を
締
め
括
る

こ
と
と
す
る
。

【
一
日
目
】

〈
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

移
動
す
る
原
爆
―
文
学
〉

○
島
村
輝
氏(

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学)

「
「
投
下
す
る
」
側
の
「
記
憶
」

―

２
０
１
５
年
・
日
本
か
ら
の
再
検
証
」

○
斎
藤
一
氏(

筑
波
大
学)

「
核
時
代
の
英
米
文
学
者

―

H
erm

ann

H
agedorn,

The
B
om
b
that

F
ell

on
A
m
erica (

1946 )

の
日
本
語
訳(

1950
)

に
つ
い
て
」

○
松
永
京
子
氏(

神
戸
市
外
国
語
大
学)

「
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ヴ
ィ
ゼ
ナ
ー
の
『
ヒ

ロ
シ
マ
・
ブ
ギ
』

―
大
田
洋
子
と
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ン

ス
」
」

〈
特
別
講
演
〉

○
シ
ャ
マ
ン
・
ラ
ガ
ポ
ン(

小
説
家)

【
大
海
に
浮
か
ぶ
夢
と
放
射
能
の
島

々
】

【
二
日
目
】

〈
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

原
爆
を
視
る
〉

○
野
坂
昭
雄(

山
口
大
学)

「
原
爆
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
〈
詩
〉」

○
紅
野
謙
介(

日
本
大
学)

「
「
キ
ノ
コ
雲
」
と
隔
た
り
の
あ
る
眼
差
し

―

戦
後
日
本
映
画
史
に
お
け
る
〈
原
爆
〉
の
利
用
法
」

○
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
マ
ン(

広
島
市
立
大
学)

「
「
核
の
不
安
」
か
ら
「
核
の

無
関
心
」
へ

―
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
核
の

イ
メ
ー
ジ
の
変
容
」

〈
セ
ッ
シ
ョ
ン
３

冷
戦
文
化
と
核
〉

○
ア
ン
・
シ
ェ
リ
フ(

オ
バ
リ
ン
大
学)

「
核
と
自
由

―
１
９
６
０
‐
１

９
７
０
年
代
の
日
米
に
お
け
る
公
民
権/

反
戦/

反
核
運
動
」

○
山
本
昭
宏(

神
戸
市
外
国
語
大
学)

「
〈
核
の
な
い
平
和
〉
と
〈
核
に
よ
る
平

和
〉

―
冷
戦
期
日
本
の
平
和
論
と
安
全
保
障
論
か
ら
」

○
林
泰
勲(

韓
国
朝
鮮
大
学
校
人
文
学
研
究
院
Ｐ
Ｄ)

「
コ
リ
ア
核
マ
フ
ィ
ア
の

始
ま
り

―
雑
誌
『
学
生
科
学
』
を
中
心
に
」

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）


